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簡易 MMS の開発と実証実験結果の報告 

中⽇本航空株式会社 〇千⽥良道 國枝信吾 ⾼野正範  
猿渡⾠也 須甲 光  ⽥中星⽮ 

 
1. はじめに 

スマートシティー、DX の分野において、⾞載型レーザ測量システム（MMS: Mobil 
Mapping System）による道路周辺環境の３次元データ取得が実施されている。しかしなが
ら従来のシステムは⾮常に⾼価であり、またデータ収集や処理に専⾨技術が必要であり、だ
れでも⾃由に利⽤できるものとはいえなかった。今後の三次元データ供給を安定的にする
ため、より簡便に利⽤できるシステム（以下、簡易ＭＭＳ）が必要である。 

 
2. 簡易 MMS の特徴 

簡易 MMS は、⺠⽣品の優れた技術を組み合わせたモバイルマッピングシステムで、道路
周辺の三次元データを簡易・安価に収集できる。各センサーからの信号処理や座標計算、さ
らには操作性の⾼い GUI を⾃社開発して、だれでも簡単に利⽤できるように⼯夫した。開
発したシステムの特徴は下記の通りである。 

 
①機材準備が容易である 

コンパクトなセンサーヘッドと GNSS アンテ
ナを⾞の屋根にマグネットでとりつける。 

専⽤⾞両を必要とせず、空いている社有⾞や
レンタカーを使⽤できる。電源はシガーソケッ
トを利⽤し、⾞両の改造や配線⼯事は必要ない。
機材は 3kg と軽く、作業員⼀名で対応でき、設
置作業はおよそ 15 分である。 
 
②計測作業が容易である 

⾞のエンジンをかけるとシステムが起動し、⾃動的にレーザやカメラのデータが収録さ
れる。運転⼿１名だけで対応でき、予定したルートを⾛⾏したらシステムの電源を落とし、
外付け SSD を持ち帰るだけである。 

⾛⾏中は、システムがバックグラウンド処理をし、作業員のマニュアル操作なしで何時間
も計測を続けることができる。 

 
③点群作成の後処理が不要である 

簡易 MMS は、⾛⾏中に測量成果になった点群を
作成する。持ち帰った SSD から点群データをコピ
ーするだけで、後処理（GNSS/ IMU 解析やジオコ
ーディング作業）は不要である。 
 
④低価格で⾼い測位品質である 

システムは 500 万円以下となり、⼀般的な MMS の 10 分の１の価格におさえることがで
きた。また、作成した点群データの精度は地図情報レベル 500 の精度（最近の精度点検で
は、⽔平位置が 9.2cm,  ⾼さが 4.3cm）であった。なお、簡易 MMS は RTK-GNSS 測位の
品質に依存しており、ビルのマルチパスや⾼速道路の⾼架下では精度が低下する。⼀般の
MMS と同様に、別途 GCP を使⽤して調整する必要がある。 

 
ただし、簡易 MMS は、公共測量作業規程に準拠した⼿法ではないため注意が必要であ

る。例えば、IMU の姿勢⾓測定性能が⾜りないこと、⺠間の GNSS 基準局データ配信サー
ビスを利⽤すること、リアルタイム処理であること、など公共測量作業規程の項⽬に適合し
ない部分もある。防災、インフラ点検、⾃動運転⽤地図、DX などへの活⽤と並⾏して、精
度検証結果を蓄積し、公共測量への適応性についても検討したい。 
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3. 実証実験について 

簡易ＭＭＳの特徴を⽣かしたデータ収集実験や⾃動運転への適応実験を実施した。ここ
では実験の概要と結果を簡単に紹介する。 
 
①タクシー⾞両を⽤いたデータ収集実験 

タクシーに簡易 MMS を取り付け、通常業務を３ケ⽉間⾏った。お客様を探し、⽬的地へ
送り届ける業務を通じ、名古屋市内の 3400km 分の公道データが取得できた。ビジネス街や
中⼼街では細かな道まで網羅
し、郊外は主要道を中⼼にデ
ータを蓄積できた。 

実験では外付け SSD にデー
タを保存して後⽇回収した。
今後 5G の普及により、データ
を⾃動で回収する仕組みも実
現できると考える。将来的に、
タクシーやバス、宅急便の⾞
両がデータ収集の中⼼になる
可能性を感じる結果となっ
た。 
 
②⾃動運転 Lv4 に向けた実験 

⾃動運転⾞を動かすための地図（HD
マップ）を低価格で供給できる枠組みと
して、簡易 MMS が利⽤可能かを検討し
た。株式会社マクニカと共同で、休⽇の⾃
動⾞学校を使⽤してデータ収集と⾞両⾛
⾏テストを⾏い、必要な精度やデータ形
式を検討した。検討の結果を踏まえ、四⽇
市市で⾏われた “⾃動運転 Lv4 に向け
た実験”に点群データを提供した。 

⾃動運転で使⽤する地図の課題である
“経済性、⾼頻度の地図更新やスケールア
ップ”に対する簡易 MMS のメリットを確
認できた。 
 
③⽇常的なデータ収集実験 
 データを⾼頻度に収集した際に発⽣する課題や利点を把握するため、通勤や出張時にデ
ータを収集する活動を継続した。収集データは現時点で 5300km 分、同⼀経路の経年変化把
握や様々な条件で収集したデータが⽤意できた。収集したデータから道路設備の変化抽出
や、⼤容量データの取り扱い⽅法を検討している。 
 
4. まとめと今後の展望 

今回開発した簡易 MMS は、安価に道路周辺の三次元データを取得できるシステムであ
る。操作や処理が簡便で専⾨技術がなくとも利⽤できる。今後、DX が推進され、従来⾏わ
れていた官公庁主体のデータ収集やオープンデータの隙間を埋める道具として普及させた
い。 

今後、計測の担い⼿を増やすため、受託計測の他、機材リース、システム受託開発に⼒を
⼊れる予定である。また、名鉄グループで実施した⽇常的にデータを収集する仕組みについ
ても引き続きニーズ調査を⾏い、少しずつでも都市アーカイブデータを増やしていきたい。 
 最後に、簡易 MMS により三次元データ収集能⼒が向上し、数⼗〜数百台のシステムから
毎⽇データが集まることを想定すると、現⾏のデータ管理⽅法ではとても対応できない。ま
ずは、数⼗テラバイト、ペタバイトのビックデータを扱う仕組みを準備する予定である。 
 


